
平成２０年度決算

●各会計別決算状況

 一般会計
 特別会計国民健康保険事業
 （単年度決算額）
 （前年度繰上充用金）
 住宅新築資金等特別会計
 （単年度決算額）
 （前年度繰上充用金）
 地域下水道事業特別会計
 公共下水道事業特別会計
 老人保健特別会計
 公共用地先行取得特別会計
 介護保険事業特別会計

 保険事業勘定
 サービス事業勘定

 後期高齢者医療特別会計
　※前年度繰上充用金は、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳入を 繰上げて充てることです。

●一般会計の状況

 市税
 繰越金
 基金の繰入金
 諸収入
 分担金・負担金
 使用料・手数料
 財産収入・寄附金
 地方交付税
 国庫支出金
 市債
 県支出金
 地方譲与税
 地方消費税交付金など

 福祉サービスの提供など
 借入金の返済
 市役所窓口サービスなど行政の推進
 道路や市街地の整備
 保健医療やごみ処理など
 教育の充実に
 消防防災対策に
 市議会運営に
 労働対策に
 商工業振興に
 農業振興に

５億９，３０７万円 ５億８，１１７万円

　平成２０年度の各会計決算が平成２１年９月に開催された中間市議会で認定されました。
　みなさんから納めていただいた市民税などの税金や地方交付税などの収入で、「元気な風
がふくまちなかま」に向けて事業を実施いたしました。
　一般会計決算では、収入総額は１６９億５，５２９万円、支出総額は１６１億１，３６７
万円で差し引き８億４，１６２万円となり、翌年度への繰越事業費充当財源である１億９，
０８６万円を差し引いた実質収支は、６億５,０７６万円の黒字となりました。
　その他の特別会計を含む全会計の決算は、下表のとおりです。
　市民の皆さんの生活に密接に関係している一般会計がどのように使われたか、その決算の
概要についてお知らせします。

自主財源

６０億１，３３４万円
（３５．５％）

　○歳入総額　１６９億５，５２９万円

衛生費

６７６万円
３２億６，３８０万円
３２億３，００９万円

３，３７１万円

（６億１，６２６万円）
９，３８９万円

２０億５，３４５万円
６億５０２万円

３３億６４１万円
３，５４０万円

歳　　　入 歳　　　出
１６１億１，３６７万円
６２億３，４４９万円

（５４億６，８５８万円）
（７億６，５９１万円）

６億２，１７１万円
（５４５万円）

会　　　計　　　名
１６９億５，５２９万円

５４億７，９００万円

５９７万円

９，７１９万円
２０億５，７３３万円
６億１，５６４万円

６７６万円
３３億４，１８１万円

依存財源

１０９億４，１９５万円
（６４．５％）

総務費

教育費

土木費

　○歳出総額　１６１億１，３６７万円
民生費
公債費

１４億７，４７９万円
８億５，３２３万円

１億６，０９１万円
１億４，７５２万円

７，３２０万円
４７億９，２７３万円

４４億４，０００万円
６億９，２９２万円
１億４，０１０万円
３億５，８６９万円

１億５，３０１万円
５億１，３０７万円

３１億５，５１２万円

７，７８６万円

消防費

６９億８，３００万円
２２億５，５９８万円
２１億５，０６０万円

１２億０，６６２万円

１４億３，６８５万円
１２億５，０８４万円

４億５，０６１万円
議会費
労働費

農林水産業費
商工費

１億８，７６８万円
７３１万円

１億０，６３２万円



●市税収入の内訳

●積立金及び地方債現在高（普通会計）

●健全化判断比率・資金不足比率

　○健全化判断比率

　（　）内は、早期健全化基準

　○資金不足比率

資金不足比率 資金不足額なし 資金不足額なし 資金不足額なし

（単位：％）
公営企業会計の名称 水道事業会計 病院事業会計 公共下水道事業特別会計

将来負担比率
135.7

(350.0)

（単位：％）

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴い、平成１９年度決算から健全化判
断比率、公営企業に係る資金不足比率の公表が義務付けられました。
　健全化判断比率はすべてが早期健全化基準未満となり、資金不足比率も資金不足額が生じ
た公営企業会計はありませんでした。

実質赤字比率
実質赤字額なし

(13.50)

連結実質赤字比率
連結実質赤字額なし

(18.50)

実質公債費比率
14.3

(25.0)

地方債現在高
３０億２７３万円

１８５億９，６２１万円
積立金現在高

【平成21年3月末住民基本台帳人口　46,164人】

平成２０年度末現在 住民１人当たり
約６．５万円
約４０万円

たばこ税
2億7,243万円

6.1%

都市計画税（家屋）
1億7,349万円

3.9%

都市計画税（土地）
1億7,108万円

3.9%
軽自動車税
7,527万円

1.7%

固定資産税（償却資産）
1億9,483万円

4.4%

個人市民税
17億5,481万円

39.5%

固定資産税（交納付金）
3,933万円

0.9%

法人市民税
2億8,124万円

6.3%

固定資産税（土地）
6億673万円

13.7%

固定資産税（家屋）
8億7,079万円

19.6%

      市税総額
   44億4,000万円



●平成２０年度決算に係る主な事業紹介

　○体育文化センター整備事業　　決算額・・・３，４３１万円

福岡県が施工する筑豊本線の垣生駅アンダー立体交差点工事（犬王古月線）、渋滞緩和のた
めの拡幅工事（仮屋大膳橋線）に対して地元負担金を支払いました。

　○市制施行５０周年記念事業　　決算額・・・１，３６０万円
　中間市制が施行されて５０周年となることを記念し、「ストリートパフォーマンス」や
「名産品コンテスト」等様々なイベントを催しました。「映像で振り返るふるさと中間」で
は、市制施行当時からの貴重なフィルムを編集したＤＶＤを上映・販売し、多くの方に中間
市の歴史を知ってもらえるよう努めました。

　○犬王古月線・仮屋大膳橋線街路事業にかかる負担金　　決算額・・・４，３７５万円

　○防火水槽設置事業　　決算額・・・６５９万円
迅速な消火活動及び消防水利確保のため弥生地区に防火水槽を新たに設置しました。

　○学校教育施設整備事業　　決算額・・・８，８３０万円
　老朽化の進んだ中間北小学校及び中間東中学校のトイレの改善、中間小学校体育館の改修
を行いました。また、小・中学校の耐震化に向けて、翌年度に工事を実施するための耐震工
事実施設計や耐震工事が必要かを判断する耐震診断を行い、診断結果を受け、翌年度以降に
耐震化工事の計画を進める等、児童・生徒の安全安心の確保、教育環境の整備を図りまし
た。

　○なかまハーモニーホール整備事業　　決算額・・・５，３８５万円
　なかまハーモニーホールの安全性及び快適性を確保し、より質の高い文化振興を図ること
を目的に、老朽化した大・小ホールにおける舞台機構及び音響設備等の大規模な改修工事を
行いました。

　○乳幼児医療の充実　　決算額・・・８，５６５万円
　平成２０年４月から外来診療分の公費負担対象ををこれまでの５歳未満から就学前までに
拡充し、乳幼児の医療費の不安を解消し、福祉の向上を図りました。

　遠賀町、鞍手町及び北九州市とを結ぶ広域交通ネットワークの形成と共に工業団地周辺の
開発の促進を図りました。

　○塘ノ内砂山線外２路線街路事業　　決算額・・・３億３，１８７万円

　○二タ股・東中牟田線道路改良事業　　決算額・・・８，６１８万円

　老朽化の進んでいる体育文化センターの床面、照明器具の大規模な改修工事を行い利用者
がより安全で快適に利用できる施設に改善しました。

　北九州都市圏への幹線道路である塘ノ内砂山線・岩瀬１号線・行幸尾塘ノ内線の整備を行
い、交通の円滑化を図りました。


